
消防設備点検
消防用設備等の点検報告

消防設備に関わる相談事など有りましたらお気軽にご連絡ください

●点検の種類と期間（義務）

●消防用設備等の種類

●点検の流れ

●機器不良箇所があった場合

　防火対象物の関係者は、消防用設備等を消防設備士や点検資格者による定期点検を行い、消防長または
消防署長に報告をすることが義務付けられています。 

消防法で定められた義務であると同時に、万一火災が起きた際、利用者および近隣に被害が出る
可能性が高くなりますので速やかに改修工事が必要となる場合は御見積書を提出致します。

※1特定防火対象物とは百貨店、旅館、病院など不特定多数の人が利用する建物
※2非特定防火対象物とは共同住宅、事務所、工場など決められた人が利用する建物で消防長又は消防署長が指定したもの

・消防設備の適正な配置、損傷の有無などの確認
・消防設備の簡易な操作により判別できる事項の確認

・消防設備を作動させ総合的な機能確認

1. 点検日程調整 
　 日時のご希望があれば極力調整させて頂きます。 
2. 点検実施
　 自社の技術者（消防設備士）が法令の基準に従い点検致します。
3. 点検報告書作成
　 点検結果を設備ごとに点検票を作成いたします。
5. 消防長または消防署長への点検報告書提出
　 弊社で提出の代行も行います。
6. お客様へ報告
　 消防署から返却後点検報告書をお持ち致します。

・消火器
・屋内消火栓設備
・スプリンクラー設備
・水噴霧消火設備
・泡消火設備
・不活性ガス消火設備
・ハロゲン化物消火設備
・粉末消火設備
・屋外消火栓設備
・動力消火ポンプ設備
・自動火災報知設備
・ガス漏れ警報設備

・漏電火災警報器
・消防機関へ通報する火災報知設備
・非常警報器具及び設備
・避難器具
・誘導灯及び誘導標識
・消防用水
・排煙設備
・連結散水管
・連結送水管
・非常コンセント設備
・無線通信補助設備
・非常電源設備

機 器 点 検
6ヶ月に1回

1年に1回総 合 点 検

報告書提出
特定防火対象物※1 1年に1回

非特定防火対象物※2  3年に1回

所轄の消防署へ
「消防用設備等点検結果報告書」
の提出が必要


